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件法（まったくあてはまらない－ ３ ～ 0 ～非常によく














子構造を 2 因子とし、再度因子分析（主因子法 ・ プロ
マックス回転）を行った。その結果、内心と呈示でと





















Q_ 2 自分は色々な良い資質を持っている。 .958 .208 .84
Q_ 4 自分は物事を人よりうまくやれる。 .749 .257
Q_ 1 自分は価値のある人間である。 .706 .001
Q_ 6 自分は自信がある。 .605 －.152
Q_ 5 自分には自慢できるところがない。 －.5３5 .148
Q_ 7 自分に満足している。 .３47 －.291
Q_ 9 自分は駄目な人間である。 －.205 .716 .60
Q_ ３ 自分は敗北者だと思う。 .016 .642














～.001）であり、韓国ではＱ 5 とＱ 9 （t（181）=0.３2～
1.３8、n.s.）では有意な差が見られなかったが、他の項
目はすべて有意な差が見られた（t（181）=2.51～12.8３、








































































































































M SD M SD p
F 1 ：ポジティブ評価
Q 2 _ 自分は色々な良い資質を持っている。
内心 0.44 1.5３ １.45 1.19 ***
呈示 －0.63 1.52 0.3１ 1.３8 ***
Q 4 _ 自分は物事を人よりうまくやれる。
内心 0.5１ 1.55 １.46 1.22 ***
呈示 －0.１9 1.42 0.48 1.41 ***
Q 1 _ 自分は価値のある人間である。
内心 0.66 1.57 ２.２１ 0.98 ***
呈示 －0.7２ 1.55 0.69 1.50 ***
Q 6 _ 自分は自信がある。
内心 －0.35 1.71 １.30 1.３9 ***
呈示 －0.70 1.61 0.66 1.42 ***
Q 5 _ 自分には自慢できるところがない。
内心 0.２6 1.67 －0.6１ 1.65 ***
呈示 －0.２9 1.50 －0.57 1.３３ *
Q 7 _ 自分に満足している。
内心 －0.33 1.72 １.0２ 1.5３ ***
呈示 －0.6２ 1.52 0.44 1.44 ***
F 2 : ネガティブ評価
Q 9 _ 自分は駄目な人間である。
内心 －0.55 1.76 －１.5２ 1.72 ***
呈示 －0.4１ 1.68 －１.38 1.56 ***
Q ３ _ 自分は敗北者だと思う。
内心 0.09 1.80 －0.55 1.67 ***
呈示 －0.45 1.67 －0.8２ 1.59 **
Q 8 _ 自分は劣等感を持っている。
内心 １.45 1.72 ２.２0 1.2３ ***
呈示 －0.35 1.71 0.79 1.70 ***
Q10_ 自分は役に立たない人間だと思う。
内心 －0.48 1.71 －１.9２ 1.44 ***
呈示 －0.67 1.49 －１.6２ 1.３6 ***
注：＊ p<.05　＊＊ p<.01　＊＊＊ p<.001
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齊藤 ・ 山田 ・ 金：日本と韓国の青年の自己評価の比較研究
自己評価の低さを集団主義に帰因することへの議論が提示された。また、日本の青年も、他者への呈示
では、自己評価を低く発言するが、内心は、それほど低くはなく、心の中では欧米人ほど高くないが、
低くはない自己評価をしていることも明らかにされた。また、日韓とも自己評価のネガティブな側面に
ついては、否定的であった。その点で、二重否定的に自己高揚的であることが明らかにされた。この点
で、日本人の自己評価が低くないことが示された。今後、対人心理学における文化相対論的な研究は、
よりきめの細かい諸文化へのアプローチが必要であることが示唆されたといえよう。
キーワード：自己評価、自己呈示、日韓比較、集団主義的価値観
